
受付No.  2026年度 アートによる地域振興助成（スタートアップ）

公益財団法⼈ 福武財団 理事⻑ 福武英明殿
募集要項に則り、本応募⽤紙に記載した通り、標記助成に応募いたします。

＜団体プロフィール＞

団体名 Art and Tidal Flats

住所 〒292-0064 千葉県⽊更津市中⾥159-9

団体区分 任意団体 スタッフ数 5 名
代表者⽒名（カナ） マキハラ タイスケ

役職 代表 年代 40代後半
代表者⽒名 槙原 泰介

団体URL1 https://sites.google.com/view/artandtidalflats/

団体URL2 https://www.taisukemakihara.com/

＜申請者・実務担当者＞※団体所在地と同じ場合は「同上」*申請者には、助成に関する諸⼿続きの連絡担当者の名前を記⼊してください。

申請者⽒名（カナ） マキハラ タイスケ
役職 代表 年代 40代後半

申請者⽒名 槙原 泰介

連絡先 e-mail tidalflats01@gmail.com 電話番号 080-2926-0856

住所

（書類の送付先）
同上

＜プロジェクトリーダーの略歴＞※アートプロジェクト等の運営経験や当時の役割を記載してください。

⽒名（カナ） マキハラ タイスケ
役職/肩書 代表 年代 40代後半

⽒名 槙原 泰介

年（⻄暦） ⽉ 略歴（活動内容）

2011年9⽉ アートベース百島(広島県尾道市)で柳幸典⽒の助⼿として廃校のリノベーションプロジェクトに携わる。
2012年11⽉ アートベース百島開館記念展で展覧会の共同企画を担当。ロンドン在住のアーティストユニットの招聘を実現。
2020年5⽉ プロジェクト「Art and Tidal Flats（以下ATF）」を始動、盤洲⼲潟を中⼼に東京湾⼲潟のリサーチを開始。
2024年3⽉ 百年後芸術祭-内房総アートフェス‐において⾃作品に関連した⼲潟ツアーを企画。
2024年11⽉ 盤洲⼲潟にてサウンドワークショップ「⼲潟を聞く」を開催（主催：ATF）。
2025年10⽉ 盤洲⼲潟にてアートイベント「⼲潟と芸術」を開催（助成：福武財団、主催：ATF）。

＜福武財団の助成実績＞

助成を受けて活動した年度

2025年度    

＜外部協⼒者の状況＞

⽒名 年代 組織名 所在地（市町村まで） 協⼒内容（できるだけ具体的に）

⽊曽野 正勝 ⽒ 80代 半兵衛炭焼塾 千葉県君津市 「半兵衛炭焼塾」主宰。炭焼きの技術や歴史だけではなく地域の
変化や⾥⼭を守る⽅法など多岐にわたり教えていただいている。

湯⾕ 賢太郎 ⽒ 40代後半
⽊更津⼯業 ⾼等
専⾨学校 千葉県⽊更津市 ⽣態⼯学者。環境都市⼯学科教授。盤洲⼲潟をまもる会会員。⽊

更津市市史編集部会⾃然部会委員。2025年「⼲潟と芸術」ゲスト。

鈴⽊ 美和⼦ ⽒ 70代 旧紅雲堂書店 千葉県⽊更津市
歴史ある旧書店のオーナー。市内での展⽰会場の
ひとつとして場所を提供いただく。

伊東 多佳⼦ ⽒ 50代後半 富⼭⼤学 富⼭県⾼岡市 環境美学。富⼭⼤学芸術⽂化学部准教授。アースワーク、ランド
アートに造詣が深い⽒に環境と芸術の可能性をともに考察いただく。

近藤 亮介 ⽒ 40代前半 東京藝術⼤学 東京都台東区 美術批評家。東京芸術⼤学⾮常勤講師。研究テーマ
「ピクチャレスク」「ランドスケープ」の観点から⾒解を伺う。



＜活動内容・事業計画について＞

表現⼿法 地域型芸術祭

活動テーマ 郊外（の地域振興）

事業名 Art and Tidal Flats
2026年度の活動期間 2026/04/01 〜 2027/03/31

活動に従事するスタッフ数 5名

1. 団体の活動の概要

⽊更津に残る⾃然⼲潟「盤洲⼲潟」に興味を持ち、2020年からリサーチを開始、2024年開催の「百年後芸術祭」に作家として

参加しました。そこで盤洲⼲潟を題材とした作品を発表し、関連企画として研究者や⾃然保護団体の⽅をゲストに迎え、市⺠

をはじめ幅広い層の参加者を募り⼲潟ツアーやトークを実施しました。このように多分野の研究者やアーティスト、参加者とともに

盤洲⼲潟をテーマに⾃然と芸術の関わりを考える機会を継続的に持ち、アートを通じてこの環境の保全に寄与することを⽬的とし

ています。2025年度は貴財団より助成を賜り、アートイベント「⼲潟と芸術」開催が実現いたしました。

2. これまでの活動の沿⾰

申請事業の活動年数 2〜4年

年（⻄暦） ⽉ 活動内容

2020年5⽉ 代表の槙原泰介が初めて盤洲⼲潟を訪れ、東京湾の⼲潟をリサーチするATFを始動

2023年6⽉ ATFのWebサイトを開設、オンライン上でリサーチ内容を公開

2023年7⽉ 伊東多佳⼦⽒（環境美学者）とともに⼲潟をリサーチ

2023年7⽉ ⼭⽥悠⽒（アーティスト）とともに⼲潟をリサーチ

2024年3⽉ 槙原泰介が⼲潟をテーマにした作品で百年後芸術祭-内房総アートフェス-に参加、ツアーやトークを開催

2024年10⽉ ⻑期的な活動を⾒据えてATFを⽊更津市市⺠団体に登録

2024年11⽉ 吉濱翔⽒（サウンド・アーティスト）と盤洲⼲潟にてフィールドレコーディングのワークショップを開催

3. 活動エリアについて

活動エリア 千葉県 ⽊更津市畔戶 ⼩櫃川河⼝⼲潟⼀帯

活動エリアの特⾊
（歴史、⽂化、地域

性、魅⼒など）

盤洲⼲潟(⼩櫃川河⼝⼲潟)は、千葉県⽊更津市の⼩櫃川河⼝から東京湾に広がる⼲潟です。
1443haの広さは⽇本最⼤級であり、⽇本の重要湿地500指定地に含まれます。河⼝域の広⼤な後背
湿地(葦原)を持っていることが最⼤の特⾊であり、⿃類、⿂類、甲殻類、底⽣動物が豊富に⽣息する⾃
然豊かな地形・環境となっています。葦原に残る1960年代の⼈造河⼝湖計画の遺構、浸透実験池は数
種の野⿃の営巣地となっており、⿃類の観察にも適しています。⾞両は進⼊できませんが、⼀般解放され
ている場所で、県や市の定期的なメンテナンスも⾏われ、年に数回植物や⽣物の観察会と合わせた市⺠
参加型のクリーン作戦も⾏われています。

活動エリアの課題
（まず初めに、活動エリ

アにおける課題を簡潔に

ご記載ください。続けて、

その課題の背景や詳細

について、できるだけ具体

的にご記⼊ください。）

地域住⺠の散歩や市外からの釣り⼈、野⿃観察者などに親しまれる場所ですが、⽊更津市は近年移住
者が増加し、⼲潟から約2kmのアクアライン周辺の農地の宅地化が進んでいます。今後、開発や埋⽴の
危機に晒されていくことが予想されるだけでなく、焚⽕などの不適切な利⽤、⾙類や甲殻類の密漁など、
様々な問題にも直⾯しています。私は5年前に初めてこの⼲潟を訪れ、その⾵景に感動しました。浮世絵に
描かれた東京湾の葦原、近代化に伴う製鉄所や蜃気楼のような対岸の⾼層ビルなど、300年間の出来
事をすべて表すかのような⾵景の⾜元で無数のカニをはじめとする希少な底⽣⽣物が活動しています。この
環境を維持していくことを課題と考えています。

貴団体の地域に
対するミッション

（活動の⽬的）

環境維持はバランスであり、⼈の適切な⾃然利⽤は完全な野⽣化を抑⽌し、環境への理解も深めます。
かつて⼲潟では、1989年から10年間「⼲潟まつり」が⾏われていました。それは海産物などの屋台を出す
漁業組合と⼲潟探検隊(盤洲⼲潟をまもる会の前⾝)の協⼒で⾏われ、市⺠に親しまれた興味深い内容
でしたが、漁組が開催地を売却して⼤型ホテルが建ったことで催しは終了しました。このプロジェクトはどの⽴
場でもないアートの⼒でつくる現代版「⼲潟まつり」だと考えています。アートを通じた適切な場の利⽤を提
案し、作品を通じて環境の理解を深めると共に、⽣物多様性への関⼼を集めることで、開発の抑⽌⼒にな
ることを⽬的としています。



4. アートプロジェクトならではの新しい表現への挑戦や、新しい発想にもとづく社会課題解決への試みなど、アピールポイントを
 お書きください。

参加アーティストは、その場にある素材を記録したり移動させたりしながら、環境への負担を最⼩限に抑えた⽅法で制作を⾏いま

す。そして、多くの⼈を集めて地域活性化を⽬指すイベントとは異なり、少⼈数制ツアーで⼲潟を訪れることが特徴です。美術館

やギャラリーのように受動的に鑑賞する場ではなく、訪れる時間帯や天候によって体験が変化し、鑑賞者には能動的な姿勢が求

められます。表現者と鑑賞者の境界がゆらぐこの関係こそ、⾃然と向き合う⾏為であり、⽣命と環境のせめぎ合いの縮図ともいえ

ます。⼲潟は⼀⽇⼆度の潮の満ち引きによって現れる、陸でも海でもない⼀時的な場所です。潮位に合わせて砂に潜ったり浮か

んだりする⼩さな巻⾙のように、表現者も鑑賞者も状況に応じて姿勢を変えながら場と関わります。この柔軟さこそ、表現と鑑賞

の新たなかたちだと考えています。

＜今年度の活動について＞

5. 2026年度の活動の具体的な⽅法（前記のミッションを実現するための表現⽅法や参加アーティストなど）

「⼲潟と芸術」は2025年から5年間にわたり開催予定です。毎年、⽣物や漂着物、⾳、光、波など、環境に現れる変化をテーマ

に表現するアーティストを招き、⼲潟を歩きながら鑑賞するツアー形式の「タイドウォーク」やワークショップを⾏います。2回⽬となる

2026年度はサウンド・アーティストの吉濱翔さんを招聘し、「⼲潟の⾳（仮）」をテーマに制作いただきます。吉濱さんはフィールドレ

コーディングを基にした作品や映画⾳楽制作で活動しており、2024年には⼲潟の⾳を参加者それぞれのスマートフォンで同時録

⾳し、同時再⽣するという1⽇限りのワークショップ「⼲潟を聞く」を実施しました。今回は、ワークショップに加え、吉濱さん⾃⾝が

滞在制作を通して捉えた⾳を鑑賞できるサテライト会場の設置も検討しています。参加者は⾃然の変化を肌で感じ、⾳や環境

との対話を通して⼲潟の新たな魅⼒を体験します。

6. 2026年度の実⾏計画（⽬標を実現するために、いつ・どこで・何を実現するのか）

年  ⽉ 活動内容

2026年4⽉ 作品、ワークショップなど各項⽬について関係各位との打ち合わせを開始（オンライン、随時）

2026年5⽉ 吉濱翔⽒視察、現地打ち合わせ

2026年5⽉ サテライト会場⼿配、マイクロバス⼿配

2026年6⽉ チラシデザイン打ち合わせ、制作

2026年8⽉ チラシ完成、広報開始。吉濱翔⽒滞在制作。

2026年10⽉ 「⼲潟と芸術 2026」オープン（期間1カ⽉、期間中にタイドウォーク6回、内ワークショップ2回）

2026年11⽉ 記録リーフレット デザイン打ち合わせ、制作

2026年12⽉ 冊⼦完成

2027年3⽉ (2026年4⽉より通年）ATF貸本棚（⽊更津駅東⼝「駅の図書室FLAT」内）にて記録リーフレット、関連書籍、資料を公開



7. 2026年度のプロジェクト評価の観点や指標をどのように設定しますか。
  定性（状態的な⽬標）、定量（数値の⽬標）をお書きください。

2025年度同様、2026年度も⽇中に潮が引き⼲潟の散策が可能な⽇に限定して開催します。ツアー形式で⼲潟を歩いて鑑賞

する「タイドウォーク」を6回⾏い、内2回は作家も参加するワークショップの形を取る予定です。（いずれも週末開催、⽊更津駅―

⼲潟間のバス送迎付き、各回18名予約制）。2025年度の参加者数⽬標は合計100名（うち3割を地元の⽅）でした。天候

不良のため最終⽇の開催が叶わず、結果として70名と⽬標に届かない結果となりましたが、⼩学⽣から80代まで多様な年代の

⽅々に参加いただき、地元の⽅も約3割を占めました。安全な運営と⼲潟環境への⼗分な配慮を重視し、参加者⼀⼈ひとりの

⾏動に⽬が届く規模を維持するため、2026年度も1回あたり18名、全体で100名（うち3割を地元の⽅）を上限⽬標として実

施します。初年度の実績を踏まえ、持続可能な体制で継続的な開催を⽬指します。また、地域の皆さんが利⽤する「駅の図書

室FLAT」（⽊更津駅前）にATF専⽤の本棚を設け、引き続き「⼲潟と芸術」記録リーフレットや招聘作家の作品集、⼲潟に関

する資料などが閲覧できるようしています。地域の⽅に知っていただく場として活⽤し、穏やかな認知度の向上を図ります。

8. 2026年度の翌年以降の、地域に持続的に関わる中期計画と将来ビジョンをお書きください。
※⼀般申請者は、その計画・ビジョンの展開がこれまでの活動の積み重なりにどのように紐づいているかと、その展開に事業や運営体制を
 どのように反映していくかについてもお書きください。

毎年、ツアー形式の鑑賞やワークショップを軸に、⼲潟という場に隠れた世界を継続的に開⽰していきます。各回では、環境の変

化をテーマに表現するアーティストを招き、5年⽬にはこれまで関わった複数名による展覧会やトークセッションへと発展させる計画

です。現代の環境は⾵景に限らず、AIや電⼦化によって利便性の裏に隠れた⾒えない領域が広がっています。作家の表現は新

しいメディアではないかもしれませんが、⼲潟という場に着地させることで、新しい感性や不可視領域への想像⼒を育む体験を⽣

み出します。また、持続可能な社会活動が変化の⾒えにくい継続的取り組みであるように、アートも従来の成果や⽣産にとらわ

れない活動に関わることが、表現の未来の⼟壌を育むと考えます。当団体は美術作家と研究者を中⼼としたゆるやかな集まり

です。これまでの芸術祭や企画を通じて盤洲⼲潟をまもる会や市と協働関係を築いてきました。⼲潟清掃や観察会、勉強会、

ツアーなどにも参加し、活動の成果はホームページなどで共有されています。年間を通じた継続的な活動、地域・関係者との協

働、活動記録の公開といった仕組みを計画・運営に組み込むことで、地域に根差した持続可能な活動と社会的価値を⾼める

ことができると考えています。

9. 2026年度以降、複数年の助成を希望していますか？

はい



＜活動の様⼦＞

バスで⼲潟の⼊⼝へ移動し、歩き
ながら⼲潟と⽣物・植物・⼈間・⾵
景の視点でガイドをしました。

招聘作家の⼭⽥悠さんが、作品の
案内・説明を⾏い、質問も活発に
交わされました。

砂に描かれた星座を鑑賞。やがて
潮が満ちて作品は形として残りませ
んが、今後アーカイブ公開されます。



＜収⽀内訳書＞

申請助成⾦額 1450千円

福武財団助成⾦の⽀出内訳

項⽬ 内容 ⾦額（千円） 備考

謝⾦・委託費・⼈件費 謝⾦：作家、トーク登壇者2名、広報運営サポート 240千円 作家150、トーク登壇者20×2名、広報運営サ
ポート（外部2か⽉）50。※源泉徴収税込

謝⾦・委託費・⼈件費 委託費：作品製作費 100千円 素材、加⼯ほか

謝⾦・委託費・⼈件費 委託費：広報物デザイン費 200千円 チラシ @50,000 x 2⾯ 記録リーフレット
@50.000 x 2⾯ ※税込

旅費交通費 作家交通費・宿泊費 270千円 交通費：秋⽥ー⽊更津 往復 40,000 x３回  宿泊費：駅
周辺ホテル 10,000円/泊、リサーチ３泊、制作8泊、WS４泊

旅費交通費 カメラマン交通費（作品撮影） 5千円 東京ー⽊更津 往復

旅費交通費 カメラマン交通費（タイドウォーク撮影） 40千円 秋⽥ー⽊更津 往復

旅費交通費 広報運営サポートスタッフ、開催⽇ボランティアスタッ
フ交通費 21千円 運営サポート：東京―⽊更津 往復（３回分）15、ボ

ランティア：五井―⽊更津往復1000円×1⼈x 6回=6

旅費交通費 マイクロバス貸切 230千円 櫻井観光マイクロバス（正座21席、補助6
席）＋保険料

通信運搬費 チラシ郵送費 15千円 ゆうメール、レターパック

通信運搬費 WiFiレンタル費 10千円 タイドウォーク時に使⽤、１か⽉

会場費・借料 サテライト会場レンタル費、駅前本棚レンタル費 74千円 サテライト会場：サウンド視聴⽤ 50（会期中、市内）、
本棚：FLAT本棚 24 (2,000円/⽉、通年で借⽤）

広報宣伝費 撮影費（作品撮影、タイドウォーク撮影） 65千円 作品撮影50、タイドウォーク撮影15 ※税
込

広報宣伝費 印刷費(チラシ・記録リーフレット） 70千円 チラシ：A4両⾯、2000部、記録リーフレッ
ト：A2両⾯、折り加⼯、500部

会議費・交際費 打ち合わせ費 25千円 打ち合わせ⽤

その他、諸経費 簡易⽔洗式トイレレンタル、サテライト会場備品な
ど 85千円 簡易⽔洗式トイレ45、会場備品40

合計 1450千円

事業全体の収⽀内訳

＜収⼊＞ ＜⽀出＞

項⽬ 内容 ⾦額 備考（詳細） 項⽬ 内容 ⾦額 備考（内容）

助成⾦ 福武財団 1450千円 助成⾦ 福武財団 1450千円

事業収⼊ タイドウォーク参加費 50千円
参加費1000円、予約
サイト⼿数料を差し引い
た額 850円、約60⼈分

旅費交通費 参加費をバス貸切費に
補填 50千円

合計 1500千円 合計 1500千円

＜助成⾦対象外の項⽬例＞ ＜個⼈情報の取り扱いについて＞
以下のものは、助成対象外となります。ご注意下さい。

■管理費となるもの

・事務所の家賃、⽔道光熱費など

・恒常的な組織の⼈件費(事務局コスト)

■固定資産取得のための⽀出、及び恒常施設の保守修繕費となるもの

・備品、パソコン・コピー機、カメラ・ビデオ機器等、固定資産となるものの購⼊

・事務所、会場などの設備等の保守修繕に対する費⽤

■助成の趣旨に合わない⽀出

・交通機関を利⽤する際のグリーン⾞、ビジネスクラス、⾼額な宿泊料⾦

・⾼額な飲⾷を伴う接待費⽤

■下記、謝⾦・委託費・⼈件費の関わる項⽬

・プロジェクトの活動の外注費が⼤きい場合や丸投げしている場合

・⾃団体メンバーやプロジェクトリーダーなど申請事業に関わるメンバーへの謝⾦・委託費・⼈件費

申請書に記載いただいた⽒名、⽣年⽉⽇、年齢、所属機関名、部署・学部、役
職、住所・連絡先、 電⼦メールアドレス、事業協⼒者、プロジェクトメンバーの⽒
名、年齢などに関しては「個⼈情報保護に関する法律」に則り、個⼈情報として
厳正に管理し、下記の⽬的に限り利⽤します。

１）申請に対する選考及び選考結果の通知

２）助成決定後の諸⼿続きの連絡

３）Website、広報パンフレット等での助成者決定の公表（⽒名、

  所属機関、職名、活動等の概要、助成⾦額）

４）当財団内管理業務（成果報告、会計報告提出に関連する連絡

  業務など）

５）当財団主催事業の案内


